
5．まとめ

これまでに調査した地域は島内の一部であり、採集した鯛体数も少ないため、これだけで淡

路島のミドリシジミについて論じることはできないが、今までの調在から次のようなことが言

えると思う。

（,｝淡路島では､平地や低山地の,､ンノキ林に擁息し、胴体数は槻めて多い。このような分

布は近農以北と共通であり、四国の分布状況とはかなり違っていろ。

（2）成虫の出現期は年によって差があるが、阪神地方に比較すると、約’週'洲程礎発生が早

いようである。

（3）雌は0型が最も多いが、A型、B型、AB型もそれぞれ出現する。なお、O堀やA型に

入れた個体にも青色鱗がみられる。

（4）前後翅裏面の地色は一般に濃色で､阪神地方の個体との差異は認められない。
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南淡町でトラフシジミを採集

淡路島から未読録のトラフシジミを、南淡町で採集したので報告する。
（1）三原郡南淡町灘大川1ex、1973年4月18B
（2）三原郡南淡町阿万上町1ex.1973年5月5日

なお、南淡町麓ではもう’頭目撃しているので、当地方にはかなり発生しているものと思わ
れる。（藤平明）

洲本市でリユウキュウムラサキ

1959年8月20日、洲本市宇山で梅本晃義氏が、リュウキユウムラサキ18を採集して

おられたことがわかったので報告しておく。藤平氏の採集例は1968年であるためこれ力量淡

路島で最初の記録になる。なお､標本は梅本氏が保音されている。 （坂口操）

－4－




